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固定網関連技術の 
国際標準化の概要

ITU（International Telecommunica-
tion Union）は国連機関の 1 つであり，国
連加盟国・地域により構成される国際標準
化機関です．ITUのうち，情報通信の国際
標準化を担当する部門がITU-T（Interna-
tional Telecommunication Union-Tele-
communication Standardization Sec-
tor）であり，対象とするスコープごとに
11のSG（Study Group）に分かれて活動
しています．その中でSG15（Transport, 
access & home）は通信の基盤となる伝
送網に関連する複数の技術領域（課題）を
担っています（1）．本稿では，ITU-T SG15
における伝送網技術および光部品技術の国
際標準化動向についてNTTの活動を含め
て紹介するとともに，関連する国際標準化
団体IEC（International Electrotechnical 
Commission） と フ ォ ー ラ ム 団 体 BBF

（Broadband Forum） お よ び Open 
ROADM MSA（Reconfigurable Optical 
Add/Drop Multiplexer Multi-Source 
Agreement）における活動状況も合わせ
て紹介します．

伝送網技術の動向

本章では，アクセス網，ホーム網，メト
ロ網およびコア網に関する標準化動向を概
説します．

FTTH（Fiber To The Home）サービ

ス を 提 供 す るア クセ ス 網に つ い て は，
ITU-T SG15課 題 2 と IEEE（Institute of 
Electrical and Electronics Engineers：
米国電気電子学会）において，それぞれ国
際標準化が進められています．FTTHでは，
通信ビルに配置されたOLT（Optical Line 
Terminal）と各ユーザ宅に配置された
ONU（Optical Network Unit） と を 光
スプリッタを介して 1 対多接続するPON

（Passive Optical Network）システムが
活用されています．国内では，各ONUが
異なる時間スロットで OLT と通信する
TDMA（Time Division Multiple Ac-
cess：時分割多重アクセス）-PONにより，
最大伝送速度10 Gbit/s級のサービスが提
供され始めています． IEEEでは802.3caタ
スクフォースにおいて，上下通信で最大伝
送速度25 Gbit/s，50 Gbit/sの通信サービ
スを提供可能な25G-EPON（25 Gb/s Eth-
ernet Passive Optical Networks）， お
よび50G-EPON（50 Gb/s Ethernet Pas-
sive Optical Networks）が2020年に標準
化されました．50G-EPONでは，TDMA
方式に加え，波長多重（WDM： Wave-
length Division Multiplexing）を前提と
し，波長当り25 Gbit/sの信号を 2 波長結
合することで伝送速度50 Gbit/sを提供す
る方式が採用されました．

一方，ITU-T SG15課題 2 では，50 Gbit/s
級 PON シ ス テ ム と し て50G-PON（50 
Gigabit-capable Passive Optical Net-
works）が2021年に標準化されました．
50G-PONは，従来と同様に単一波長で伝

送速度50 Gbit/sを提供する構成を基本と
しています．加えて，時間スロット，およ
び波長をユーザごとに柔軟に割り当て可能
な TWDM（Time and Wavelength Di-
vision Multiplexing：時間・波長分割多重）
方式を採用した構成の仕様策定を行ってい
ます．これらに対しNTTは，DSP（Digital 
Signal Processing）の適用に伴う信号引
き込み時間の拡大を想定したフレーム構成
や，TWDM化に伴うコスト分析に関する
寄書提案などの貢献をしています．さらに
現在は，波長当り50 Gbit/sを超える広帯
域 化 を 提 供 す る G.VHSP（G.Very High 
Speed PON）の策定に向け，サービス要
件・要素技術をまとめた補足文書の検討が
2024年 7 月の合意をめざし行われています．
NTTは引き続き，通信事業者としてサー
ビス・技術要件を提案し，議論をけん引し
ていきます．

ホーム網に関する国際標準化は有線（電
話線，電力線，同軸線，光ファイバ）のほ
か，可視光を使った光無線通信トランシー
バの標準化がITU-T SG15 課題 3 で進めら
れ，スマートメータをはじめとするスマー
トグリッド応用も含めホームや構内におけ
るブロードバンドサービス提供を実現する
伝送技術やホーム網全般のアーキテクチャ
に関する標準を作成しています．近年では，
スマートグリッド応用として欧州の電力事
業者が提案した，電力線通信用の使用帯域
が狭い環境における伝送効率を高めるため
にサブキャリア間隔を小さくした新規
OFDM（Orthogonal Frequency-Divi-

URL	 https://journal.ntt.co.jp/article/23702

DOI	 https://doi.org/10.60249/23115002

近年，クラウドコンピューティング，第 5 世代移動通信，遠隔医療，高精細映
像伝送などの多様なサービスの進展と固定網トラフィックの増大に対応するため，
国際標準化団体やフォーラム団体により固定伝送網および光部品の仕様拡充や相
互接続性確保に向けた標準化活動が行われています．これらのうち ITU-T

（International Telecommunication Union-Telecommunication 
Standardization Sector），IEC（International Electrotechnical 
Commission）, BBF（Broadband Forum），Open ROADM MSA

（Reconfigurable Optical Add/Drop Multiplexer Multi-Source 
Agreement）におけるNTTの活動の一例を，本稿で紹介します．
キーワード：#固定網，#光ファイバ，#光コネクタ

国際標準化動向特集特 集1

2023.1114



sion Multiplexing：直交周波数分割多重
方式）パラメータを規定するブロードバン
ド向け仕様をG.9964として改訂標準化し
た一方，欧州の別の電力事業者が提案した
狭帯域OFDM電力線通信規定をG.9901お
よびG.9903として標準化し，それぞれ欧
州において実運用に供されています．G.
vlc（Visual Light Communication： 可
視光通信）に関しては10 Gbit/s超えの伝
送速度を可能とする次世代向け光通信の実
現に向け，サブキャリア数を増やすことに
よる帯域拡張方式のほか，Narrow beam 
OWC（Optical Wireless Communica-
tion：挟角光無線通信）トランシーバの標
準化に向けユースケースおよびその要件
に関する検討を進めています．また，光ファ
イバを使ったFTTR（Fiber To The Room）
に向けた高速屋内トランシーバ規定に関し
てはシステムアーキテクチャ規定の標準化
が完了し，今後は物理層，データリンク層，
制御・マネジメント層に関する議論を進め
る予定です．さらに，アクセス網における
PON技術との比較検討や相互連携，アク
セスネットワークから端末（Wi-Fi等）ま
での伝送品質を踏まえた OMCI（ONU 
Management and Control Interface：
ONU管理制御インタフェース）プロトコ
ルの拡張や管理運用を対象とするアーキテ
クチャ全般に関する議論を行っています．

アクセス網の管理制御技術は，BBFにて
標準化が進められています．BBFは，ブロー
ドバンドサービスの普及促進，システム管
理・制御プロトコル仕様および相互接続仕
様策定を推進するグローバルなフォーラム
団体です．近年は，SDN（Software De-
fined Network：ソフトウェア定義ネット
ワーク）・NFV（Network Function Vir-
tualization：ネットワーク機能仮想化）な
どの仮想化技術を導入したアクセスシステ
ムの各種仕様策定に加え，管理・制御の自
動化に関する仕様策定にも取り組んでいま
す．本項では，BBFにて仕様化されたアク
セス網の管理・制御の自動化を実現する
AIM（Automated Intelligent Manage-
ment：自動化インテリジェント管理）に
ついて紹介します． 

AIMは，TR（Technical Report：技術
報 告 ）-436 “Access & Home Network 
O&M Automation/Intelligence” と し て
仕様化されました（2）．図 1 に，AIMのフ
レームワークを示します．AIMでは，管理
制御対象のノードの状態・情報を収集し，
その変化に基づき，あらかじめ決められた
ポリシーに従って適した設定を分析し，管
理制御対象を自動制御します．AIMを実現
するための主要構成機能は以下のとおり
です．

①�　収集・分析部：状態・情報の収集お

よびポリシーに基づく分析を行う
②�　E2E（エンド・ツー・エンド） AIMオー

ケストレータ，ドメインAIMオーケ
ストレータ：通信事業者により指定さ
れる分析用ポリシーを収集・分析部に
設定する

収集・分析部は仮想化リソース上に実装
されます．また，分析結果（新たな設定）
はSDNコントローラを介して管理制御対
象に投入されます．本技術により，例えば
アクセスノードの故障を検知し，迂回経路
の設定を行う等の管理制御の自動化の実現
が期待できます．TR-436ではAIMのため
のアーキテクチャおよび機能要件が定めら
れています．現在BBFでは，AIMのため
のインタフェース要件およびAIMの拡張
に向けた検討を進めています．NTTは，
AIMの拡張として光アクセス網や無線アク
セス網等の異なるドメインをまたいだリア
ルタイムでの自動管理制御技術の提案活動
に取り組んでいます．

メトロ網，コア網の光波長多重伝送に関
しては，Open ROADM MSAにて，オー
プンでフレキシブルなROADM（Recon-
figurable Optical Add/Drop Multiplex-
er）網の実現をめざした，相互接続仕様の
規定が進められています．Open ROADM 
MSAは2016年に発足し，2023年10月時点
で15社の通 信 事 業 者メンバと，16社の

図 1 　AIMフレームワーク（２）
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OEM（Optical Equipment Manufactur-
er）メンバの計31社がメンバとして活動に
参画しています．規定する相互接続仕様は，
光伝送インタフェース（物理レイヤ）の規
定と，コントローラ向けのAPI（Application 
Programming Interface）との 2 つの領
域 が あります．Open ROADM MSA の
ターゲットは，オープンな標準インタフェー
スを規定することにより，従来の通信事業
者網で課題となっていた垂直統合型のシス
テムによる特定ベンダへのロックインを回
避し，オープンで柔軟なネットワークを実
現することです．

Open ROADM　MSA で 想 定 さ れ る
ROADMの網構成および，インタフェース
定義を図 2 に示します．Open ROADM
の規定する仕様には，物理レイヤの光イン
タフェース仕様と，コントローラと装置の
間のAPIインタフェースがあります．コン
トローラのAPIはYANGモデルを使いモデ
ルドリブンで規定されています．光インタ
フェース仕様は，Open ROADMのWeb
サイト（3）からスプレッドシート形式のドキュ
メントとして，またAPIインタフェースに
関 し て は，Open ROADM の Open Git 
Hub（4）からYANGモデルの最新版を入手
することができます．また，MSA仕様を
開設するホワイトペーパもWebサイトか
ら入手可能です．

Open ROADM の 物 理 レ イ ヤ で は
ROADM, X-ponder（Transponder, 
Muxponder, Switch-ponder），ILA（In-
Line Amplifier）といった機能ブロックが
想定されていて，その間に相互接続インタ
フェースを規定しています．ROADM，お
よびILA間を接続する光波長多重伝送信号
の接続は，MW（Multi-Wavelength）イ
ンタフェースとして規定されます．また，
X-ponder か ら ROADM の Add/Drop に
接続される単一波長の光インタフェースは
W（Wavelength）インタフェースと呼ば
れます．表 1 に現時点で公開されている
W仕様（Optical specification ver. 5.1）
を示します．標準化された軟判定 FEC

（Forward Error Correction） で あ る
oFEC＊ 1 を複数の変調方式に適用し，メト
ロ光波長多重伝送においてマルチレートを
実 現 する光 仕 様 が 実 現 さ れ ています．
Open ROADM MSAの開催した公開パネ

ル討論によると，次世代のBeyond 400G
仕様の議論を活発に行っていることが報告
されています．

Open ROADM MSAではコントローラ
制御用APIのモデルとしてサービスモデル，
ネットワークモデル，デバイスモデルの 3
つが定義されています．サービスモデルは
上位オペレーションシステムからのサービ
スリクエストに対応するためのモデルが規
定されています．ネットワークモデルは，
物理レイヤの設備情報を抽象化してトポロ
ジー情報として管理するためのモデルが規
定されています．これにより上位に影響を
与えずデバイスを入れ替えることが可能と
なっています．デバイスモデルはデバイス
パラメータを管理するテンプレートになっ
ています．これによりデバイスのPlug-

and-playの機能の実現に寄与しています．
YANGモデル＊ 2 はVer. 7.1で商用網での
400 Gbit/sシステムの運用をカバーできる
モデルが実現されています．その後も機能
拡張が続けられ2023年 8 月時点での最新の
リリースはVer. 13.1です．

IOWN Global Forum（IOWN GF）
のAPN （All Photonics Networks）検討
ではOpen ROADM MSA仕様が候補とし
て挙がっています．これと合わせ，APN
の要求の実現のために，Open ROADM
に拡張すべき機能が明確化されています．

＊ 1 	 �oFEC：Open ROADM MSAにより標準化
された軟判定誤り訂正方式．

＊ 2 	 �YANGモデル：ネットワーク設定と状態の
モデリング言語であり，Netconf等の装置
制御プロトコルで利用されます．

表 1 　Open ROADM MSAで規定する光インタフェース仕様 
（100 Gbit/s～400 Gbit/s）

仕様 変調方式 Baud rate
[Gbaud] FEC rOSNR

[dB]
100G QPSK 28.0 SC-FEC 17
100G QPSK 31.6 oFEC 12
200G 16QAM 31.6 oFEC 20.5
200G QPSK 63.1 oFEC 17
300G 8QAM 63.1 oFEC 21
400G 16QAM 63.1 oFEC 24

rOSNR（Required Optical Signal-to-Noise Ratio）：光波長多重における光受信機の受信性能指標
SC-FEC：ITU-T G.709で規定された硬判定誤り訂正方式 
QPSK（�Quadrature Phase Shift Keying）：1クロックで複数ビット伝送を可能とする光伝送の多値変調方式の

1つ
QAM（�Quadrature Amplitude Modulation）：1クロックで複数ビット伝送を可能とする光伝送の多値変調方式

の1つ

Degrees

コントローラ内
ネットワーク抽象化レイヤ（YANG）

Northbound
サービス Restconf/YANG APIs

TRP Add/Drop
TRP

Degrees

TRPAdd/Drop
TRP

API

API

Southbound
デバイス Netconf/YANG APIs 

ROADM間の波長多重（MW) 
インタフェース

MW
（複数波長）

ROADMとトランスポンダ間の
単一波長（W）インタフェース

Wインタフェース
（単一波長）

コントローラ

ROADM ROADM

図 2 　Open ROADM MSAで規定するオープンインタフェース
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NTTは他のIOWN GFメンバとも連携し，
APN折り返し機能，リモートトランスポ
ンダ監視機能の拡張の議論を進めています．
折り返し機能のデバイスモデルは，2023年
3 月にRelease 13.0の一部として発行され
ま し た．NTT は，IOWN GF と Open 
ROADM MSA仕様の円滑な連携を実現す
る標準化を今後も進めていく予定です．

また，Open ROADM MSAだけでなく，
ITU-T SG15の複数課題において，メトロ
およびコア網に関する光波長多重伝送，時
分割多重伝送，パケット伝送，同期信号伝
送等の技術について国際標準化が行われて
います（1）．

光部品技術の動向

本章では，光ファイバ・ケーブル，光海
底ケーブルシステム，および屋外光設備の
保守運用に関する標準化動向を概説します.

光ファイバ・ケーブルに関する標準は，
主 と し て ITU-T SG15 に て 制 定 さ れ る
ITU-T勧告とIEC SC86A（Subcommittee 
86A; Fibres and cables）にて制定される
IEC標準があります.　ITU-T勧告は，通信
事業者にとっての相互接続性とサービス品
質の担保に寄与し，IEC標準はネットワー
クを構成する製品規格のデジュール標準と
して広く認知されています．近年のトピッ
クとして，2022年 9 月，光ファイバに関す
るITU-T勧告を所掌するSG15　課題 5 に
て，SDM（Space Division Multiplex-
ing：空間分割多重）光ファイバ・ケーブ
ルの技術レポートが合意されました（5）．本
技術レポートは，図 3 に示すSDM光ファ
イバについて，技術の成熟度と課題を網羅
的に記述したドキュメントです．本技術レ
ポートは，将来におけるSDM光ファイバ
の国際標準化および実用展開のロードマッ
プとなることが期待されており，ITU-
NewsやFlyerを通じて広く周知されてい
ます．

光ケーブル技術では，図 4（a）に示す複数
光ファイバを整列・固定した従来のテープ
心線から，図 4（b）の部分的に接着固定し，
曲げ方向への柔軟性を高めた間欠接着テー
プ心線への移行が進んでいます．間欠接着
テープ心線はNTTが提案・実用化した技
術 で（6），2017 年 発 行 の IEC 標 準（IEC 

60794- 1 -31 Optical fibre cables - Part 
1 -31: Generic specification - Optical 
cable elements - Optical fibre ribbon）
にも採用されています．間欠接着テープ心
線を用いることで，光ケーブル構造を簡素
化しメタル心線と同じような高密度ケーブ
ル実装が可能となります（7）．

一方，海底ケーブルでは大陸間横断通信
システムの容量需要の拡大に伴ってケーブ
ル内光ファイバ心線数の拡大が望まれてお
り， 海 底 長 距 離 通 信 用 SMF（Single 
Mode Fiber：シングルモード光ファイバ）
の被覆径を従来の245 μmから200 μmに
縮小した細径被覆SMF（クラッド径は従
来と同様に125 μmを維持）の適用がさか
んに検討されています．IECでは細径被覆
SMFの実用展開をサポートするため，IEC
標準（IEC 60793- 2 -50: Optical fibres - Part 
2 -50: Product specifications - Sectional 
specification for class B single-mode 
fibres）の改訂作業を進めており，改訂文
書は2024年度に発行される予定となってい
ます．今後，光ファイバ・ケーブル技術で
は，間欠接着テープ心線，MCF（Multi 
Core Fiber：マルチコア光ファイバ），並

びに細径被覆などの技術を活用した，空間
分割多重による高密度化および大容量化の
検討が進展していくと期待されます．

光海底ケーブルシステムを海洋モニタ・
地震検知等の光センシングに活用すること
を め ざ し， 世 界 気 象 機 関 や UNESCO

（United Nations Educational, Scientific 
and Cultural Organization：国際連合教
育科学文化機関）とのジョイントタスク
フォースにて検討が進められています（8）．
その実現に向け，ITU-T SG15課題 8 では
センシング専用海底ケーブルシステムと通
信・センシング併用海底ケーブルシステム
の 2 つの新規ITU勧告化作業を進めており，
2024年に制定される見通しです．これらの
センシングシステムでは，温度，圧力，お
よび加速度などを計測し，地震や津波の検
出，ならびに気候変動などに関する情報収
集が期待されています．

屋外光設備の保守・点検は，これまで，
各通信事業者独自の運用スキームに委ねら
れていました．しかし，光通信の普及に伴
い社会インフラとしての重要性が増すとと
もに，屋外光設備の持続的・効率的な運用
に対する関心が高まっています．ITU-T　

図 3 　さまざまなSDM光ファイバ

図 4 　テープ心線の概要
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SG15　課題 7 では，NTT提案に基づき屋
外設備の点検に関する国際標準を体系的に
整備することに合意しました．2020年には，
基本的な点検業務の要件とフローのほか，
点検対象とすべき17の屋外光設備を定義し
た，勧告L.330（屋外光設備マネジメント）
が制定されました．本勧告では，各設屋外
光備種別に対して目安となる点検周期，確
認項目，および精密点検時に要求される劣
化事象の測定精度を網羅的に示しています．
2023年には，地下設備を対象とする具体的
な点検手段，関連技術，および作業安全に
かかわる事項を記載した勧告L.340の改訂
作業が完了しています．引き続き，架空設
備や橋梁添架管路などを対象に，保守関連
勧告群の新規制定と既存勧告の改訂作業が
順次進められていく予定です．

また，C-RAN（Centralized Radio Ac-
cess Network：集中型無線アクセスネッ
トワーク）等，FTTH以外のネットワーク
サービスを含めて収容する配線トポロジー
に対する要件定義に向け，ITU-T SG15　
課題 7 においてL.250（光アクセスネットワー
クトポロジー）改訂作業が進められていま
す．多様なネットワークサービス要件にこ
たえるためには高信頼なアクセストポロジー
が不可欠であるとの考えの下，サービス収

容エリア隅々まで信頼性の高い冗長経路を
確保する有効な手段として，多段ループ型
光アクセス網トポロジー（9）が本文に反映さ
れる見通しです．

光コネクタは光伝送網において光ケーブ
ルどうしを接続する用途に加え，光通信装
置や光測定器，光通信サービスのインタ
フェースとして利用されるなど，多様な用
途で使われています．数多くの製造者で生
産された光コネクタが誰でも簡単に着脱で
きなければいけないため，国際標準化によ
る光コネクタの互換性の保証が非常に重要
です．光コネクタの国際標準化は主にIEC 
SC86B（Subcommittee 86B; Fibre optic 
interconnecting devices and passive 
components）で行われます．2023年 8
月時点でSC86Bは187あるIECの委員会の
中で最多の発行文書数，第 5 位の作業中文
書数であり，近年の光通信の広がりを受け
て光コネクタの標準化は極めて活発に行わ
れています．NTTは世界に先駆けて光ネッ
トワークを商用化するにあたり，必要な光
コネクタを数多く開発，標準化してきまし
た．その中で1986年，1991年に開発した
SC（Single-fiber Coupling） コ ネ ク タ，
MPO（Multi-fiber Push-On）コネクタは
取扱性と互換性に優れ，それぞれ単心コネ

クタ，多心コネクタとして現在も世界でもっ
とも普及し，2021年には社会の発展に多大
な貢献をした歴史的偉業を表彰するIEEE 
Milestoneを受賞しました．

ここでは，図 5 に示したSCコネクタ，
MPOコネクタの構造を基に光コネクタ標
準化の要点を解説します．光通信システム
では光コネクタで許容される光損失と反射
減衰量＊ 3 が決められており，一般に光損失
は0.5 dB以下，反射減衰量は40 dB以上が
求められます．光コネクタの損失は主にコ
アの軸ずれに依存し，0.5 dB以下とするた
めにはコア軸ずれ量は0.75 μm以下でなけ
ればいけません．これは外力による部品の
弾性変形が許されない精度です．そこで，
図 5（b），（d）に示すとおり，光コネクタは
光ファイバを接続するフェルールと呼ばれ
る極めて高精度な部品のかん合と，光コネ
クタを安定的に接続するための部品である
ハウジングのかん合の二重かん合構造と
なっています．コネクタ接続中，フェルー
ルはプラグハウジングに内蔵されたバネで
互いに押し付けられ，かん合状態が維持さ
れます．かん合したプラグハウジングとア
ダプタハウジングはフェルールかん合部を
外力から守り，フェルールの弾性変形によ
る損失変化を防ぎます．一方，光コネクタ
の反射減衰量はコネクタ接続点でのフレネ
ル反射＊ 4 に大きく依存します．ガラスと空
気の境界面では大きなフレネル反射が生じ
るため，反射減衰量40 dB以上を達成する
ためにはコアどうしを密着させてコア間に
空 気 が 存 在 し な い 接 続 状 態（Physical 
Contact：PC接続）とする必要があります．
PC接続を実現するために，研磨加工によ
りフェルールの接続端面を球面状にし，コ
アどうしが接触しやすい構造としています．
以上のコネクタ構造において接続互換性を
保証するためには，表 2 に示すとおり，①
フェルール寸法，②ハウジング寸法とバネ
力，③光コネクタ製品の性能，④以上の 3
項目で規定を満たすことを確認するための
試験法の 4 つを規定する必要があります．
すでに述べたとおり，フェルールは光ファ
イバコアの軸調心に使う部品であり，①フェ

＊ 3 	反射減衰量：反射光の弱さを表す指標．
＊ 4 	 �フレネル反射：媒質の屈折率変化に起因して

伝搬光の一部が反射する現象．図 5 　SCコネクタとMPOコネクタ
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ルール寸法は同じ種別のフェルールであっ
ても光ファイバ種別ごとに規定が必要です．
一方，②ハウジングはコネクタ種別ごとの
規定，③コネクタ性能は用途ごとでの規定
となります．こういった技術背景を踏まえ，
IECでは①接続する光ファイバ種別，②コ
ネクタ種別，③用途に応じた 3 つの文書を
組み合わせて 1 つの光コネクタ製品が規定
される体系となっています．それぞれ，①
光学互換標準（IEC 61755，623267シリー
ズ），②かん合標準（IEC 61754シリーズ），
③性能標準（IEC 61753シリーズ），④試験
法（IEC 61300シリーズ）という文書で規
定しています．

最後に，最近の標準化動向について紹介
します．近年，SMFを超える大容量伝送
が可能なSDM光ファイバの研究開発がさ
かんに行われており，その中でNTTでは
MCFの実用化を見据えてMCFコネクタに
関する標準化作業に着手しています．光コ
ネクタの試験法（IEC 61300シリーズ）で
は文書改訂を契機にMCFコネクタ試験の
追加を進めています．第一弾として今年
改 訂 さ れ た 損 失 測 定 法（IEC 61300- 3 -
4 :2023）にMCFコネクタの測定法が追加
されました．また，実用化にもっとも近い

125 μmクラッド外径 4 コアMCFについ
ては単心コネクタの標準化を開始しました．
図 6 に 4 コアMCFの概要を示します．す
でに述べたとおり，①フェルール寸法のみ
が光ファイバ種別ごとに規定が必要ですが，
4 コアMCFは光ファイバ自体がまだ標準
化されていないため，フェルール寸法のう
ちコア軸ずれ量を規定することがまだでき
ません．一方，PC接続を実現するための
球面形状の条件はすでに報告されており（10），
この報告に基づいて端面形状のみを規定し
た公開仕様書を今年中に発行予定です．図
6 に示すとおり， 4 コアMCFではより広
い光ファイバ端面が密着する必要があり，
端面形状の条件はより厳しくなります．そ
の結果，フェルール端面の研磨加工を変え
なければいけない可能性があります．そこ
で，フェルール端面形状の規定を公開し，
今後の 4 コアMCFコネクタの早期実用化
を推進したいというねらいがあります．

今後の展望

今後，IOWN（Innovative Optical and 
Wireless Network）のようにさまざまな
サービスを収容する大容量の基盤として固

定伝送網および光部品の役割がますます重
要になってきています．そのため，国際標
準化団体やフォーラム団体における国際標
準化による仕様拡充や，仕様共通化による
開発期間の短縮や相互接続性の確保が期待
されます．今後もNTTは多様なサービス
要件に対応する固定伝送網分野の国際標準
化に向けて積極的に活動していきます．
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表 ２ 　IECにおける光コネクタの標準化文書体系

文書番号 文書名称 文書数 主な規定項目
IEC 61755シリーズ
IEC 62367シリーズ

SMF光学互換標準
MMF光学互換標準

15
3

フェルール寸法，ファイバコア位置，
フェルールの接続端面形状

IEC 61754シリーズ かん合標準 37 ハウジング寸法，バネ力

IEC 61753シリーズ 性能標準 5
光学性能（損失，反射減衰量など），
機械性能（結合力など），耐環境性
など

IEC 61300シリーズ 試験法 84 各規定に準拠しているかを確認す
るための試験方法

（上段左から）  胡間　  遼/ 鬼頭  千尋/
王　　  寛/ 坂本  泰志

（下段左から） 曽根  由明/ 近藤  芳展/
 小山  　良/ 浅香  航太

対面での会合審議の効率の良さや重要性を再認識
する日々です．より高速で柔軟な固定網の早期普
及に向けて，タイムリーな国際標準化活動により固
定網の進化に貢献していきます．今後の展開にご
期待ください．

◆問い合わせ先
NTT 研究企画部門
標準化推進室
E-mail　std-office-ml ntt.com

図 6 　 4 コアマルチコアファイバの概要
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